
JP 2012-15577 A 2012.1.19

10

(57)【要約】
【課題】
　波長可変レーザ（ＴＬＤ）の波長を波長分離多重用の
アレイ導波路格子（ＡＷＧ）の透過波長に調整する。
【解決手段】
　ＡＷＧ（１４）は、光送受信装置（１２－１～１２－
ｎ）からのＬバンドの下り光を多重し、光伝送路（４０
）からのＣバンドの波長多重された上り光を波長分離し
、光送受信装置（１２－１～１２－ｎ）に供給する。制
御装置（３４）は、Ｌバンド内でＴＬＤ（２４）の発光
波長を掃引する。ＴＬＤ（２４）の出力光は光カプラ（
２６）及びＷＤＭカプラ（２８）を介してＡＷＧ（１４
）に入射する。ＴＬＤ（２４）の出力光は、その波長が
ＡＷＧ（１４）の透過範囲に入ると、反射器４４に入射
し、一部が反射される。反射光は、光カプラ（２６）に
より受光器（３２）に入射される。制御装置（３４）は
、受光器（３２）の出力信号レベルが一定値以上になる
ようにＴＬＤ（２４）の出力波長を調整する。
【選択図】　図１



(2) JP 2012-15577 A 2012.1.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光伝送路（４０）と、
　互いに異なる上り波長及び下り波長を使用する複数の第１の光送受信装置（１２－１～
１２－ｎ）と、
　当該複数の第１の光送受信装置と通信する複数の第２の光送受信装置（５０－１～５０
－ｎ）と、
　当該複数の第１の光送受信装置が出力する下り光を波長多重し、光伝送路からの多重化
された上り光を当該複数の第１の送受信装置のそれぞれに向かう上り光に波長分離する第
１の波長多重分離手段（１４）
とを具備し、
　当該光伝送路が、
　当該複数の第２の光送受信装置が出力する上り光を波長多重し、当該第１の波長多重分
離手段で多重された当該下り光を、当該複数の第２の送受信装置のそれぞれに向かう下り
光に波長分離する第２の波長多重分離手段（４０）と、
　当該第１の波長多重分離手段と当該第２の波長多重分離手段との間に配置される反射器
（４４）
とを具備し、
　当該第１の光送受信装置が、当該複数の第１の光送受信装置が使用する全部の下り波長
と、当該複数の第１の光送受信装置が使用する全部の上り波長とを多重分離する第１のＷ
ＤＭカプラ（２８）と、信号光源となる第１の波長可変光源（２４）を具備する第１の送
信装置（２２）と、第１の受信装置（３０）と、当該第１の送信装置（２２）の出力する
下り光の、当該反射器（４４）による第１の反射光を受光する第１の受光器（３２）と、
当該第１の送信装置（２２）の出力する下り光を当該第１のＷＤＭカプラ（２８）に供給
し、当該第１のＷＤＭカプラ（２８）からの、当該第１の反射光を当該第１の受光器（３
２）に供給する第１の光カプラ（２６）と、当該第１の受光器（３２）により受光される
当該反射光のレベルに応じて、当該第１の反射光のレベルが所定値以上になるように当該
第１の波長可変光源の波長を制御する第１の制御装置（３４）とを具備する
ことを特徴とする光伝送システム。
【請求項２】
　当該第２の光送受信装置が、当該複数の第１の光送受信装置が使用する全部の下り波長
と、当該複数の第１の光送受信装置が使用する全部の上り波長を多重分離する第２のＷＤ
Ｍカプラ（５８）と、信号光源となる第２の波長可変光源（５４）を具備する第２の送信
装置（５２）と、第２の受信装置（６０）と、当該第２の送信装置（５２）の出力する上
り光の、当該反射器（４４）による第２の反射光を受光する第２の受光器（６２）と、当
該第２の送信装置（５２）の出力する上り光を当該第２のＷＤＭカプラ（５８）に供給し
、当該第２のＷＤＭカプラ（５８）からの、当該第２の反射光を当該第２の受光器（６２
）に供給する第２の光カプラ（５６）と、当該第２の受光器（６２）により受光される当
該第２の反射光のレベルに応じて、当該第２の反射光のレベルが所定値以上になるように
当該第２の波長可変光源の波長を制御する第２の制御装置（６４）とを具備することを特
徴とする請求項１に記載の光伝送システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＷＤＭ－ＰＯＮ（Wavelength Division Multiplexing Passive Optical Net
work）システムのような、波長分割多重（Wavelength Division Multiplexing）を利用す
る光伝送システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＦＴＴＨ（Fiber To The Home）等の光アクセス分野において、伝送トラフィック容量
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の増加に伴う将来の高速化伝送技術として、ＷＤＭ－ＰＯＮが注目されている。ＷＤＭ－
ＰＯＮでは、上り通信、下り通信又はその両方で各ユーザに異なった光波長を割り当てて
通信を行うので、各ユーザは通信帯域を占有できる。
【０００３】
　特許文献１には、波長分割多重光伝送システムとして、光ファイバ伝送路の両側に波長
多重分離素子、例えば、アレイ導波路格子（ＡＷＧ）を配置するＷＤＭ－ＰＯＮシステム
が記載されている。波長多重分離素子としてＡＷＧを使用する場合、光伝送路の両側に位
置する光送受信装置（ＰＯＮの場合には、センター局に配置されるＯＬＴ（Optical Line
 Terminal）と、各ユーザ宅に配置されるＯＮＵ（Optical Network Unit））の信号光源
は、ＡＷＧで多重及び分離可能な波長に調整されている必要がある。
【０００４】
　ＡＷＧの透過波長の経時変化及び交換用ＯＮＵの汎用性、いわゆるカラーレス可を考慮
すると、各ＯＮＵに装備される信号光源には波長可変のレーザダイオード（ＴＬＤ：Tuna
ble Laser Diode）を用い、必要な波長に設定又は調整できるのが好ましい。特許文献２
，３には、波長可変レーザダイオードを信号光源に用い、その波長を調節する技術が記載
されている。
【０００５】
　また、非特許文献１には、ＯＮＵでＴＬＤの波長を変化させながら光出力し、ＡＷＧを
透過して光ファイバ伝送中に生じるレイリー散乱による戻り受光パワーをＯＮＵ側でモニ
タし、最大の受光レベルが得られた波長を伝送チャネルとして設定することが記載されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第７３２７７７１号公報
【特許文献２】特開２００５－２７７６８６号公報
【特許文献３】特開２０１０－０４１４４４号公報
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】ＯＦＣ２０１０，　ＯＷＧ７，　２０１０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献２に記載の技術では、光伝送路上の合波器装置に、ＴＬＤが、波長多重分離素
子で適切に分離されうる波長の光を出力するときに発光するＬＥＤを配置する必要があり
、コストを増加させ、また、保守管理の手間とコストが増加する。
【０００９】
　特許文献３に記載の技術では、一方の光送受信装置が、他方の光送受信装置からの信号
光を受信できる場合に、その波長を他方の光送受信装置に通知する必要があり、往復遅延
により信号光波長の決定に時間がかかるという問題がある。
【００１０】
　非特許文献１に記載の技術では、レイリー散乱による戻り光をモニタしているが、通常
、レイリー散乱による散乱光レベルは非常に小さく、またその影響は伝送路条件にも依存
するので、実用的ではない。下り信号光が存在する場合、ＯＮＵには、下り信号光とレイ
リー散乱光を区別するため光フィルタを設ける必要があり、装置コストの増大も招く。
【００１１】
　本発明は、安価な構成で信号光源の波長を適切に調節又は設定できる光伝送システムを
提示することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　本発明に係る光伝送システムは、光伝送路と、互いに異なる上り波長及び下り波長を使
用する複数の第１の光送受信装置と、当該複数の第１の光送受信装置と通信する複数の第
２の光送受信装置と、当該複数の第１の光送受信装置が出力する下り光を波長多重し、光
伝送路からの多重化された上り光を当該複数の第１の送受信装置のそれぞれに向かう上り
光に波長分離する第１の波長多重分離手段とを具備し、当該光伝送路が、当該複数の第２
の光送受信装置が出力する上り光を波長多重し、当該第１の波長多重分離手段で多重され
た当該下り光を、当該複数の第２の送受信装置のそれぞれに向かう下り光に波長分離する
第２の波長多重分離手段と、当該第１の波長多重分離手段と当該第２の波長多重分離手段
との間に配置される反射器とを具備し、当該第１の光送受信装置が、当該複数の第１の光
送受信装置が使用する全部の下り波長と、当該複数の第１の光送受信装置が使用する全部
の上り波長とを多重分離する第１のＷＤＭカプラと、信号光源となる第１の波長可変光源
を具備する第１の送信装置と、第１の受信装置と、当該第１の送信装置の出力する下り光
の、当該反射器による第１の反射光を受光する第１の受光器と、当該第１の送信装置の出
力する下り光を当該第１のＷＤＭカプラに供給し、当該第１のＷＤＭカプラからの、当該
第１の反射光を当該第１の受光器に供給する第１の光カプラと、当該第１の受光器により
受光される当該反射光のレベルに応じて、当該第１の反射光のレベルが所定値以上になる
ように当該第１の波長可変光源の波長を制御する第１の制御装置とを具備することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、波長多重分離手段を通過した光を反射する反射器を設けることで、信
号光源となる波長可変光源の波長を、波長多重分離手段を透過する波長に容易に調整する
ことができる。また、データ伝送を実行しながら、波長を調整できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施例の概略構成ブロック図である。
【図２】本実施例のＡＷＧの入出力ポート＃１の透過特性例である。
【図３】本実施例のＡＷＧの透過特性例である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。
【実施例１】
【００１６】
　図１は、本発明の一実施例の概略構成ブロック図を示す。図１に示すＷＤＭ－ＰＯＮシ
ステムでは、センター局に配置されるＯＬＴ（Optical Line Terminal）１０は、光伝送
路４０を介してｎ台のＯＮＵ（Optical Network Unit）５０－１～５０－ｎに光学的に接
続する。
【００１７】
　ＯＬＴ１０は、それぞれ異なるＯＮＵ５０－１～５０－ｎと通信する光送受信装置１２
－１～１２－ｎと、光送受信装置１２－１～１２－ｎからの出力信号光を波長多重して光
伝送路４０に出力し、光伝送路４０からの光信号を個々の波長光に分離する波長多重分離
手段としてのＡＷＧ（Arrayed Waveguide Grating）１４を具備する。光送受信装置１２
－１～１２－ｎは同じ構成からなるが、上り信号光波長及び下り信号光波長が異なる。
【００１８】
　ＡＷＧ１４は、ｎ個の入出力ポート＃１～＃ｎの入力光をその波長に応じて多重して多
重光入出力ポート＃Ｍから出力し、多重光入出力ポート＃Ｍの入力光をその波長に応じて
分離して入出力ポート＃１～＃ｎから出力する光学素子であり、周知の通り周期的な波長
透過特性を具備する。図２は、ＡＷＧ１４の１つの入出力ポート＃ｉと多重光入出力ポー
ト＃Ｍ間の透過特性例を示し、図３は、ＡＷＧ１４の入出力ポート＃１～＃ｎと多重光入
出力ポート＃Ｍとの間の透過特性例を示す。図２及び図３で、横軸は波長を示し、縦軸は
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透過損失を示す。
【００１９】
　詳細は後述するが、ＯＬＴ１０の光送受信装置１２－ｉは、下り信号光波長λｄｉと上
り信号光波長λｕｉを使って、ＯＮＵ５０－ｉと通信する。ただし、ｉ＝１～ｎである。
下り信号光波長λｄ１～λｄｎは互いに異なり、上り信号光波長λｕ１～λｕｎは、互い
に異なり、且つ、どの下り信号光波長λｄ１～λｄｎとも異なる。
【００２０】
　ＡＷＧ１４は、光送受信装置１２－１～１２－ｎからそれぞれＯＮＵ５０－１～５０－
ｎへの下り信号光（波長λｄ１～λｄｎ）を多重し、ＯＮＵ５０－１～５０－ｎからそれ
ぞれ光送受信装置１２－１～１２－ｎへの上り信号光（波長λｕ１～λｕｎ）を分離する
。下り信号光波長λｄ１～λｄｎと上り信号光波長λｕ１～λｕｎは、ＡＷＧ１４の異な
るバンドに位置する。例えば、下り信号光波長λｄ１～λｄｎは、ＡＷＧ１４のＬバンド
に属し、上り信号光波長λｕ１～λｕｎはＡＷＧ１４のＣバンドに属する。
【００２１】
　光伝送路４０は、シングルモード光ファイバ４２、反射器４４、ＡＷＧ４６、及び分岐
光ファイバ４８－１～４８－ｎからなる。光ファイバ４２が、ＯＬＴ１０とＡＷＧ４６の
多重光入出力ポート＃Ｍを接続し、光ファイバ４２上の反射器４４が配置される。分岐光
ファイバ４８－１～４８－ｎは、ＡＷＧ４６の入出力ポート＃１～＃ｎをそれぞれＯＮＵ
５０－１～５０－ｎに接続する。反射器４４及びＡＷＧ４６は、いわゆるリモートノード
である。本実施例では、反射器４４は、波長λｄ１～λｄｎ，λｕ１～λｕｎを、約４％
（－１４ｄＢ相当）、好ましくは１～１０％程度の反射率で反射する。反射器４４は、光
ファイバ４２とＯＬＴ１０の間に配置してもよい。
【００２２】
　反射器４４は、例えば、光ファイバ４２とＡＷＧを接続する光コネクタ部のフェルール
部分形状を意図的に加工して形成してよい。また、ＯＬＴ側の信号光源の波長を調整する
必要が無い場合には、反射器４４として、ＯＮＵ５０－１～５０－ｎからの上り信号光を
反射し、ＯＬＴ１０からの下り信号光を無反射で透過する構成としてもよい。そのような
反射器４４は、例えば、１：２分岐光カプラを使い、ＡＷＧ４６からＯＬＴ１０に向かう
上り信号光を２分割して、一方を光ファイバ４２に入力し、他方を光学ミラーに入射して
反射させ、反射光をＡＷＧ４６に戻すような構成で実現できる。
【００２３】
　ＡＷＧ４６は、ＡＷＧ１４と同じ波長多重分離特性を具備する。ただし、各入出力ポー
ト＃１～＃ｎの透過波長（中心波長）が一致していれば良く、個々の入出力ポート＃１～
＃ｎの透過波長特性の特性曲線が同じである必要はない。すなわち、一般にＡＷＧの各入
出力ポートの波長透過特性にはフラットトップ型とガウシアン型の２タイプがあるが、Ａ
ＷＧ１４（又は４６）がフラットトップ型で、ＡＷＧ４６（又は１４）がガウシアン方で
あってもよい。ＡＷＧ４６は、ＯＬＴ１０からの波長多重された下り信号光をＯＮＵ５０
－１～５０－ｎへの下り信号光（波長λｄ１～λｄｎ）に波長分離し、ＯＮＵ５０－１～
５０－ｎからの上り信号光（波長λｕ１～λｕｎ）を波長多重する。
【００２４】
　光送受信装置１２－１の構成と基本的な信号の流れを説明する。光送受信装置１２－１
の送信装置２２は、信号光源としてのＴＬＤ（Tunable Laser Diode）２４を具備する。
ＴＬＤ２４はＬバンド内の任意の波長のレーザ光を出力可能であり、制御装置３４は、Ｔ
ＬＤ２４の波長を、後述する方法でＡＷＧ１４のポート＃１の透過波長である下り信号光
波長λｄ１に調整する。レーザダイオードの波長を変更する方法には、レーザダイオード
の温度を制御する方法、注入電流を制御する方法、レーザ共振器を構成する反射器の反射
波長特性を変更する方法等がある。
【００２５】
　光カプラ２６は、送信装置２２の出力光を波長分割多重（ＷＤＭ: Wavelength Divisio
n Multiplexing）カプラ２８に供給する。ＷＤＭカプラ２８は、Ｃバンドの光とＬバンド
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の光を多重し分離する光素子であり、光カプラ２６からのＬバンドの光をＡＷＧ１４のポ
ート＃１に供給する。ＷＤＭカプラ２８にはまた、ＡＷＧ１４のポート＃１からＣバンド
の光（波長λｕ１の信号光）とＬバンドの光（後述するが、波長λｄ１の反射光）が入射
し、ＷＤＭカプラ２８は、前者を受信装置３０に供給し、後者を光カプラ２６に供給する
。受信装置３０は、波長λｕ１の信号光を光電変換し、データＤｕ１を復調して出力する
。
【００２６】
　光カプラ２６は、ＷＤＭカプラ２８からの光、すなわち、ＡＷＧ１４のポート＃１から
のＬバンドの光（後述するが、波長λｄ１の反射光）を受光器３２に供給する。ＷＤＭカ
プラ２８からの光の一部がＴＬＤ２４に入射して問題が発生する場合には、光カプラ２６
とＴＬＤ２４の間に光アイソレータを配置すれば良い。このような機能から、光カプラ２
６を光サーキュレータで代替できることは明らかである。
【００２７】
　受光器３２は、光カプラ２６から入力する光を電気信号に変換する。制御装置３４は、
受光器３２の出力信号に従い、受光器３２の出力信号振幅が大きくなるように、ＴＬＤ２
４の波長を制御する。
【００２８】
　ＯＮＵ５０－１～５０－ｎは同じ構成からなり、図１では、ＯＮＵ５０－１の構成を詳
細に図示してある。ＯＮＵ５０－１の構成と基本的な信号の流れを説明する。送信装置５
２は、信号光源としてのＴＬＤ５４を具備する。ＴＬＤ５４はＣバンド内の任意の波長の
レーザ光を出力可能であり、制御装置６４は、ＴＬＤ５４の波長を、後述する方法でＡＷ
Ｇ４６（及び１４）のポート＃１の透過波長である上り信号光波長λｕ１に調整する。光
カプラ５６は、送信装置５２の出力光をＷＤＭカプラ５８に供給する。ＷＤＭカプラ５８
は、Ｃバンドの光とＬバンドの光を多重し分離する光素子であり、光カプラ５６からのＣ
バンドの光を分岐光ファイバ４８－１を介してＡＷＧ４６のポート＃１に供給する。ＷＤ
Ｍカプラ５８にはまた、分岐光ファイバ４８－１を介してＡＷＧ４６のポート＃１からＬ
バンドの光（波長λｄ１の信号光）とＣバンドの光（後述するが、波長λｕ１の反射光）
が入射し、ＷＤＭカプラ５８は、前者を受信装置６０に供給し、後者を光カプラ５６に供
給する。受信装置６０は、波長λｄ１の信号光を光電変換し、データＤｄ１を復調して出
力する。
【００２９】
　光カプラ５６は、ＷＤＭカプラ５８からの光、すなわち、ＡＷＧ４６の入出力ポート＃
１からのＣバンドの光（後述するが、波長λｕ１の反射光）を受光器６２に供給する。Ｗ
ＤＭカプラ５８からの光の一部がＴＬＤ５４に入射して問題が発生する場合には、光カプ
ラ５６とＴＬＤ５４の間に光アイソレータを配置すれば良い。このような機能から、光カ
プラ５６を光サーキュレータで代替できることは明らかである。
【００３０】
　受光器６２は、光カプラ５６から入力する光を電気信号に変換する。制御装置６４は、
受光器６２の出力信号に従い、受光器６２の出力信号振幅が大きくなるように、ＴＬＤ５
４の波長を制御する。
【００３１】
　まず、ＴＬＤ２４の波長調整動作を説明する。制御装置３４は、Ｌバンドの一端（例え
ば、長波長側）から他端（例えば、短波長側）に向かい、ＴＬＤ２４の発光波長を連続的
又は離散的に掃引する。先に説明したように、ＴＬＤ２４の出力光は、光カプラ２６及び
ＷＤＭカプラ２８を介してＡＷＧ１４のポート＃１に入射する。ＴＬＤ２４の出力光の波
長が、ＡＷＧ１４のポート＃１の透過範囲に入らない間は、反射器４４による反射は発生
しない。従って、受光器３２には反射器４４による反射光が入射せず、受光器３２の出力
レベルは低いままとなる。
【００３２】
　ＴＬＤ２４の出力波長がＡＷＧ１４のポート＃１の透過範囲に入ると、ＴＬＤ２４の出
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力光が、ＡＷＧ１４のポート＃１の透過特性に応じた減衰を受けつつもＡＷＧ１４を透過
し、光ファイバ４２を介して反射器４４に到達し、反射器４４によりその一部が反射され
る。反射器４４による反射光は、光ファイバ４２を伝搬してＡＷＧ１４の多重光入出力ポ
ート＃Ｍに入射する。ＡＷＧ１４は、多重光入出力ポート＃Ｍに入射する反射光を入出力
ポート＃１からＷＤＭカプラ２８に出力する。ＷＤＭカプラ２８は反射光を光カプラ２６
に供給し、光カプラ２６はＷＤＭカプラ２８からの反射光を受光器３２に入射する。これ
により、受光器３２の出力信号レベルが、受光器３２に入射する反射光強度に応じた量だ
け増大する。制御装置３４は、受光器３２の出力信号レベルの増大により、ＴＬＤ２４の
出力波長がＡＷＧ１４の入出力ポート＃１の透過波長λｄ１に近づいたことを知ることが
できる。
【００３３】
　制御装置３４が更にＴＬＤ２４の出力波長を掃引していくと、受光器３２の出力信号レ
ベルが増加し、次に低下に転ずる。その時点で、制御装置３４は、ＡＷＧ１４の入出力ポ
ート＃１の透過帯域を通り過ぎつつあることを知ることができる。制御装置３４は、掃引
で得られた受光器３２の出力信号レベル変化から、受光器３２の出力信号レベルが最大に
なる波長にＴＬＤ２４の出力波長を調整する。以後、制御装置３４は、受光器３２の出力
信号レベルが一定以上になるように、又は、ピーク値を取り続けるように、ＡＷＧ１４の
入出力ポート＃１の透過帯域幅の範囲内で、ＴＬＤ２４の出力波長を変動させる。このよ
うな波長の微調整は、データ伝送中にも実行可能である。これにより、ＴＬＤ２４の駆動
信号対波長特性及び周囲温度による波長変化、並びにＡＷＧ１４の透過特性の経時変化等
に関わらず、ＴＬＤ２４の波長をＡＷＧ１４の入出力ポート＃１を通過できる波長に維持
できる。
【００３４】
　初期的にＴＬＤ２４の出力波長を調整する方法として、まず、ＡＷＧ１４の入出力ポー
ト＃１の透過帯域幅の半分程度のステップ幅でＴＬＤ２４の出力波長を掃引し、反射器４
４による反射光が受光器３２に入射するようになったら、より細かいステップでＴＬＤ２
４の出力波長を掃引するようにしてもよい。換言すると、ＴＬＤ２４の波長を粗調整し、
透過帯域内に入るか近づいたら、波長を微調整する。最初から最後まで細かい一定のステ
ップで波長を掃引する方法又は連続的に波長を掃引する方法に比べ、波長を決定するまで
に要する時間が短縮できる。
【００３５】
　ＡＷＧ１４の透過特性がガウシアンタイプの場合、所定間隔離れた３つの波長の反射光
レベルから、最大透過率（最低透過損失）の波長を近似的に決定可能である。この場合、
制御装置３４は、透過特性のガウシアン波形内にその３波長が入るような波長間隔でＴＬ
Ｄ２４の波長を離散的に掃引し、その波長掃引で得られる隣接する３波長の反射光レベル
を演算すれば良い。
【００３６】
　ＡＷＧ１４の透過特性が、図２及び図３に示すようなフラットトップタイプの場合は、
その透過特性の、短波長側エッジと長波長側エッジを検出することで、中心波長を決定で
きる。この場合は、これらのエッジを検出できる程度に細かく又は連続的にＴＬＤ２４の
波長を掃引する必要がある。片方のエッジを検出し、透過波長幅の半分相当、波長をシフ
トする方法でもよい。
【００３７】
　なお、受光器３２で受光する反射光の強度を比較する場合、ＴＬＤ２４の出力光パワー
が一定に制御されていることが前提となる。例えば、ＴＬＤ２４の出力光パワーが変動す
る場合でも、ＴＬＤ２４の出力パワーのモニタ結果で反射光強度を規格化することで、反
射光強度を比較でき、従って、ＷＡＷＧ１４の透過波長を検出できる。
【００３８】
　ＯＮＵ５０－１～５０－ｎの信号光源であるＴＬＤ５４の波長調整方法は、基本的に、
ＴＬＤ２４のそれと同じである。ＯＮＵ５０－１のＴＬＤ５４の波長調整動作を説明する
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。
【００３９】
　制御装置６４は、Ｃバンドの一端（例えば、長波長側）から他端（例えば、短波長側）
に向かい、ＴＬＤ５４の発光波長を掃引する。先に説明したように、ＴＬＤ５４の出力光
は、光カプラ５６及びＷＤＭカプラ５８を介してＡＷＧ４６のポート＃１に入射する。Ｔ
ＬＤ５４の出力光の波長が、ＡＷＧ４６のポート＃１の透過範囲に入らない間は、反射器
４４による反射は発生しない。従って、受光器６２には反射器４４による反射光が入射せ
ず、受光器６２の出力レベルは低いままとなる。
【００４０】
　ＴＬＤ５４の出力波長がＡＷＧ４６のポート＃１の透過範囲に入ると、ＴＬＤ５４の出
力光が、ＡＷＧ４６のポート＃１の透過特性に応じた減衰を受けつつもＡＷＧ４６を透過
して反射器４４に入射し、反射器４４によりその一部が反射される。反射器４４による反
射光は、ＡＷＧ４６の多重光入出力ポート＃Ｍ及び入出力ポート＃１、ＷＤＭカプラ５８
並びに光カプラ５６を介して受光器６２に入射する。これにより、受光器６２の出力信号
レベルが、受光器６２に入射する反射光強度に応じた量だけ増大する。制御装置６４は、
受光器６２の出力信号レベルの増大により、ＴＬＤ５４の出力波長がＡＷＧ４６の入出力
ポート＃１の透過波長λｕ１に近づいたことを知ることができる。
【００４１】
　制御装置６４が更にＴＬＤ５４の出力波長を掃引していくと、受光器６２の出力信号レ
ベルが増加し、次に低下に転ずる。その時点で、制御装置６４は、ＡＷＧ４６の入出力ポ
ート＃１の透過帯域を通り過ぎつつあることを知ることができる。制御装置６４は、掃引
で得られた受光器６２の出力信号レベル変化から、受光器６２の出力信号レベルが最大に
なる波長にＴＬＤ５４の出力波長を調整する。以後、制御装置６４は、受光器６２の出力
信号レベルが一定以上になるように、又は、ピーク値を取り続けるように、ＡＷＧ４６の
入出力ポート＃１の透過帯域幅の範囲内で、ＴＬＤ５４の出力波長を変動させる。このよ
うな波長の微調整は、データ伝送中にも実行可能である。これにより、ＴＬＤ５４の駆動
信号対波長特性及び周囲温度による波長変化、並びにＡＷＧ４６の透過特性の経時変化等
に関わらず、ＴＬＤ５４の波長をＡＷＧ４６の入出力ポート＃１を通過できる波長に維持
できる。
【００４２】
　初期的にＴＬＤ５４の出力波長を調整する方法として、まず、ＡＷＧ４６の入出力ポー
ト＃１の透過帯域幅の半分程度のステップ幅でＴＬＤ５４の出力波長を掃引し、反射器４
４による反射光が受光器６２に入射するようになったら、より細かいステップでＴＬＤ５
４の出力波長を掃引するようにしてもよい。換言すると、ＴＬＤ５４の波長を粗調整し、
透過帯域内に入るか近づいたら、波長を微調整する。最初から最後まで細かい一定のステ
ップで波長を掃引する方法に比べ、波長を決定するまでに要する時間が短縮できる。
【００４３】
　このようにＯＬＴ１０の光送受信装置１２－１～１２－ｎの各ＴＬＤ２４と、ＯＮＵ５
０－１～５０－ｎのＴＬＤ５４の波長が調整されると、互いに対応する光送受信装置１２
－１～１２－ｎとＯＮＵ５０－１～５０－ｎとの間でデータ通信が可能になる。
【００４４】
　光送受信装置１２－１からＯＮＵ５０－１への下りデータ伝送の動作を簡単に説明する
。光送受信装置１２－１の送信装置２２は、ＴＬＤ２４を使って、下りデータＤｄ１を搬
送する下り信号光（波長λｄ１）を生成し、光カプラ２６に出力する。下り信号光（波長
λｄ１）は、光カプラ２６、ＷＤＭカプラ２８、ＡＷＧ１４及び光ファイバ４２を通過し
て、反射器４４に入射する。反射器４４は、入射する下り信号光（波長λｄ１）のほとん
どを透過し、ごく一部を反射する。反射器４４で反射した成分は、先に説明したように、
光送受信装置１２－１のＴＬＤ２４の波長を調整するのに使用される。
【００４５】
　反射器４４を透過した下り信号光（波長λｄ１）は、ＡＷＧ４６の多重光入出力ポート
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＃Ｍに入射し、入出力ポート＃１から分岐光ファイバ４８－１に出力されて、ＯＮＵ５０
－１に入射する。ＯＮＵ５０－１では、ＷＤＭカプラ５８は、光ファイバ４８－１からの
下り信号光（波長λｄ１）を受信装置６０に供給する。受信装置６０は、ＷＤＭカプラ５
８からの下り信号光（波長λｄ１）を光電変換し、データＤｄ１を復調して出力する。こ
のようにして、ＯＬＴ１０からＯＮＵ５０－１に下りデータＤｄ１が伝送される。
【００４６】
　ＯＮＵ５０－１から光送受信装置１２－１への上りデータ伝送の動作を簡単に説明する
。ＯＮＵ５０－１の送信装置５２は、ＴＬＤ５４を使って、上りデータＤｕ１を搬送する
上り信号光（波長λｕ１）を生成し、光カプラ５６に出力する。上り信号光（波長λｕ１

）は、光カプラ５６、ＷＤＭカプラ５８、分岐光ファイバ４８－１、並びにＡＷＧ４６の
入出力ポート＃１及び多重光入出力ポート＃Ｍを通過して、反射器４４に入射する。反射
器４４は、入射する上り信号光（波長λｕ１）のほとんどを透過し、ごく一部を反射する
。反射器４４で反射した成分は、先に説明したように、ＯＮＵ５０－１のＴＬＤ５４の波
長を調整するのに使用される。
【００４７】
　反射器４４を透過した上り信号光（波長λｕ１）は、光ファイバ４２、ＡＷＧ１４の多
重光入出力ポート＃Ｍ及び入出力ポート＃１を介してＷＤＭカプラ２８に入射する。ＷＤ
Ｍカプラ２８は、ＡＷＧ１４の入出力ポート＃１からの上り信号光（波長λｕ１）を受信
装置３０に供給する。受信装置３０は、ＷＤＭカプラ２８からの上り信号光（波長λｕ１

）を光電変換し、データＤｕ１を復調して出力する。このようにして、ＯＮＵ５０－１か
らＯＬＴ１０に上りデータＤｕ１が伝送される。
【００４８】
　ＯＮＵ５０－１～５０－ｎのＴＬＤ５４の場合、個々のＯＮＵ５０－１～５０－ｎで使
用するＡＷＧ１４，４６の波長チャネルをディップスイッチ等で設定できるようにしてお
いてもよい。例えば、ユーザ又はＯＮＵ設置作業者が、そのディップスイッチで、予め指
定される波長チャネルを設定する。制御装置６４は、ディップスイッチで設定される波長
チャネルを目標に、上述の波長調整を実行する。
【００４９】
　上記実施例は、より一般的にはＷＤＭ光伝送システムであり、その場合、ＯＮＵ５０－
１～５０－ｎはいわゆる光送受信装置と呼ぶことができ、それぞれ、光送受信装置１２－
１～１２－ｎと１対１で通信する。
【００５０】
　特定の説明用の実施例を参照して本発明を説明したが、特許請求の範囲に規定される本
発明の技術的範囲を逸脱しないで、上述の実施例に種々の変更・修整を施しうることは、
本発明の属する分野の技術者にとって自明であり、このような変更・修整も本発明の技術
的範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００５１】
１０：ＯＬＴ
１２－１～１２－ｎ：光送受信装置
１４：ＡＷＧ
２２：送信装置
２４：ＴＬＤ
２６：光カプラ
２８：ＷＤＭカプラ
３０：受信装置
３２：受光器
３４：制御装置
４０：光伝送路
４２：シングルモード光ファイバ
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４４：反射器
４６：ＡＷＧ
４８－１～４８－ｎ：分岐光ファイバ
５０－１～５０－ｎ：ＯＮＵ
５２：送信装置
５４：ＴＬＤ
５６：光カプラ
５８：ＷＤＭカプラ
６０：受信装置
６２：受光器
６４：制御装置

【図１】 【図２】

【図３】
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